
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2026

４

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
https://jamaebashi.or.jp

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

～挑戦と情熱で拓く地域農業活性化への取り組み～
地域農業の担い手  鼻毛石町の町田祐介さん 《表紙紹介は２ページ》　　

新鮮なコマツナを手に笑顔を見せる町田さん▲　　
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日本の「食」と「農」を支える地域農業の担い手紹介コーナー
　

鼻
毛
石
町
の
町
田
祐
介
さ
ん
（
44
）
は
、

農
事
組
合
法
人
み
や
ぎ
の
理
事
を
務
め
、

19
人
の
従
業
員
の
方
々
と
と
も
に
、
食
用

米
15	

ha
、
飼
料
用
米
２
ha
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
稲

発
酵
粗
飼
料
）
34	

ha
、
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー

ジ
11	

ha
、
上
州
ネ
ギ
１
ha
、
ニ
ガ
ウ
リ
０
・

４	

ha
、
コ
マ
ツ
ナ
０
・
８	

ha
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
完

全
混
合
飼
料
）
な
ど
幅
広
い
品
目
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

町
田
さ
ん
は
18
歳
で
育
苗
会
社
に
就
職

し
た
後
、
機
械
メ
ー
カ
ー
で
の
開
発
や
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
の
溶
接
業
を
経
験
。
10

年
程
前
か
ら
本
格
的
に
就
農
し
、
も
の
づ

く
り
へ
の
深
い
関
心
と
情
熱
を
農
業
に
注

い
で
き
ま
し
た
。「
土
づ
く
り
か
ら
出
荷

ま
で
、
一
貫
し
た
工
程
を
自
分
で
手
が
け

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
農
業
の
魅
力
を
語

り
ま
す
。

　

コ
マ
ツ
ナ
の
栽
培
で
は
、
堆
肥
を
中
心

と
し
た
土
づ
く
り
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
調
整
な

ど
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
ま
す
。　

　

ま
た
、
動
力
を
極
力
用
い
な
い
牽
引
に

よ
る
耕
運
や
、
作
業
の
細
分
化
に
よ
る
省

力
化
・
効
率
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

若
く
し
て
理
事
に
就
任
し
た
当
初
は
、

人
員
確
保
や
統
率
に
苦
労
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
周
囲
の
協
力
を
得
な
が
ら

日
々
改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
何
事

も
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
想
定

し
た
こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
っ
た
時
に
大

き
な
喜
び
を
感
じ
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
田
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年

部
協
議
会
の
副
会
長
や
Ｊ
Ａ
前
橋
市
宮
城

青
年
部
長
な
ど
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
多
方
面
で
活
躍
。「
農
業
者
同
士
一

体
と
な
り
、
楽
し
み
な
が
ら
活
気
あ
る
農

業
を
目
指
し
た
い
」
と
熱
意
を
見
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、町
田
さ
ん
の
発
案
で
、宮
城
・

大
胡
地
区
で
盛
ん
な
豚
肉
の
消
費
拡
大
と

宮
城
青
年
部
の
活
動
を
発
信
す
る
た
め
の

看
板
を
製
作
。
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
群
馬
青

年
部
大
会
の
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
前
橋
青
年
部
と
合

同
で
市
役
所
や
高
崎
駅
構
内
で
の
マ
ル
シ

ェ
を
定
期
的
に
開
催
し
、
新
鮮
な
前
橋
産

の
野
菜
の
魅
力
を
直
接
消
費
者
に
伝
え
る

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
田
さ
ん
の
行
動
力
と
厚
い
人
望
に
よ
り

活
動
の
輪
は
広
が
り
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青

壮
年
部
と
の
合
同
マ
ル
シ
ェ
も
実
現
。
市

内
だ
け
で
は
な
く
近
隣
Ｊ
Ａ
か
ら
も
多
く

の
賛
同
を
得
て
お
り
、
今
後
の
活
動
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
、「
稲
作
の
乾
田
直

播
な
ど
新
た
な
栽
培
方
法
に
も
挑
戦
し
、

さ
ら
な
る
品
質
・
生
産
量
の
向
上
と
省
力

化
を
目
指
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
た
に
農
業
を
始
め
る
方
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
、

挑
戦
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
課
題
に
一
つ
ず
つ
向
き
合
い

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
、
必
ず
経
験
や

成
果
に
繋
が
る
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

農
業
は
私
た
ち
の
食
卓
や
生
活
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
生
産
者
を
紹
介
し
ま
す
。

▶︎
コ
マ
ツ
ナ
を
収
穫
す
る
町
田
さ
ん

▶︎
町
田
さ
ん
を
中
心
に
宮
城
青
年
部
で

　

制
作
し
た
手
作
り
の
看
板

▶︎
袋
詰
め
さ
れ
た
コ
マ
ツ
ナ
を
確
認
す
る

　

町
田
さ
ん

▲ＪＡ前橋市青年部協議会とＪＡたかさき青壮年部
の合同販売促進会で新鮮野菜をＰＲする町田さん



ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

　ＪＡ前橋市北部営農センターは３月12日、北部支所で、南橘・芳賀・富士見地区の水稲生産者を対

象に水稲栽培講習会を行いました。

　県中部農業事務所職員やＪＡ職員、農薬メーカー関係者らが令和７年産水稲の振り返りおよび令和

８年産水稲栽培の注意事項、水稲農薬の使用などについて詳しく説明しました。

　講習会では、県中部農業事務所農畜産課の堀込隼太技師が、高温条件で多発しやすい病害虫や高温

障害について解説。生育や気象状況に応じた栽培管理を呼びかけました。

　高温登熟障害対策の水管理や施肥管理として、間断かん水や飽水管理により、ガス抜きを行うこと

で根へ酸素を供給し、活力維持を図ることが重要であると説明。

　また、登熟期の窒素不足は白未熟粒や胴割粒の発生につながるため、葉色や幼穂を確認し、適切な

穂肥の実施を推奨しました。さらに、ケイ酸・加里分の補給による根の機能維持を図り、特に登熟向

上や倒伏軽減効果のあるケイ酸の積極的な施用を呼びかけました。

　玄米の品質低下に影響を及ぼす斑点米カメムシ類の重点防除として、水田内や周辺の雑草は、少な

くとも出穂10～14日前までに除草し、殺虫剤散布は出穂期から穂揃期に行い、発生が多い場合は穂揃

期10日後頃に再度散布するよう推奨。近年増加傾向のイネカメムシは、他のカメムシ類よりイネへの

嗜好性が高く、防除適期も異なるため、適切な薬剤防除の実施や発生状況の把握のため、気温の低い

早朝や夕方のほ場の見回りなどを呼びかけました。

　そのほか、は種準備から育苗の過程では、病害予防のため資材や種子、床土の消毒を徹底すること

を強調。出芽から硬化期間は高温多湿に注意し、もみ枯細菌病などへの対策を促した。さらに、土づ

くりや施肥の目安、主な病害虫の発生条件や対策などについても詳しく解説しました。

　ＪＡ前橋市は今後も講習会等を開催し、最新の知見や技術を周知し、生産者支援に取り組む方針です。

▲水稲の栽培管理について理解を深める参加者
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係
役
職
員
約
20
人
が
参
加
。
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
先
立
ち
、
小
川
市
長
は
「
農
業
が

盛
ん
な
同
市
に
お
い
て
畜
産
部
門
は
７
割

を
占
め
る
。
お
い
し
い
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
名

前
を
覚
え
、
ご
家
庭
で
も
た
く
さ
ん
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
食
と
農
業
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

矢
端
組
合
長
は
「
地
元
で
生
産
さ
れ
た
肉

を
た
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
近
い
地
産

地
消
と
な
る
。
ぜ
ひ
新
鮮
な
肉
を
ご
賞
味

い
た
だ
き
た
い
」
と
来
店
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

特
設
ブ
ー
ス
で
は
、「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」

と
「
ま
え
ば
し
麦
豚
」
の
焼
肉
試
食
を
振

る
舞
っ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
キ
や
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
用
の
肉
な
ど
を
お
買
い
得
価
格
で
販

売
。
さ
ら
に
、
牛
乳
の
無
料
配
布
、
麦
豚

カ
レ
ー
や
前
橋
う
ど
ん
が
当
た
る
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
も
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

焼
肉
を
試
食
し
た
来
場
者
か
ら
は
「
柔

ら
か
く
て
お
い
し
い
」「
肉
の
旨
味
を
感

じ
る
」
と
新
鮮
な
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
味
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
肉
牛
肥
育
部
会
の
阿
久
澤

和
明
副
部
会
長
は
「
消
費
者
の
皆
様
に
お

い
し
い
肉
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
常
日
頃

か
ら
努
力
し
て
い
る
。
多
く
の
方
に
手
に

取
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
で
は
、
今
後
も
前
橋
産
ブ

ラ
ン
ド
肉
及
び
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

継
続
的
に
消
費
者
へ
向
け
た
販
売
促
進
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
２
月
21
日
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
倉
町
で
前
橋
産
ブ

ラ
ン
ド
肉
「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」
と
「
ま

え
ば
し
麦
豚
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
川
晶
市
長
や
矢
端
幹
男
組

合
長
、
Ｊ
Ａ
肉
牛
肥
育
部
会
役
員
な
ど
関

　

群
馬
県
と
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
、
群
馬
県

園
芸
協
会
は
３
月
13
日
、
群
馬
県
庁
で
第

40
回
群
馬
県
施
設
果
菜
類
品
評
会
を
行
い

ま
し
た
。
品
評
会
で
は
、
県
内
生
産
者
か

ら
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な

ど
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
物
は
鮮
度
・
外
観
・
形
状
・
揃

い
・
色
沢
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
飯
土
井

町
の
関
根
甚
衛
さ
ん
が
キ
ュ
ウ
リ
の
部
で

金
賞
（
群
馬
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
会
場
内
に
前
橋

産
野
菜
の
直
売
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
販
売

部
園
芸
販
売
促
進
課
の
職
員
が
新
鮮
な
ト

マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
を
販
売
。
来
場

者
へ
前
橋
市
自
慢
の
高
品
質
な
野
菜
を
Ｐ

Ｒ
し
、
用
意
し
た
野
菜
が
完
売
す
る
ほ
ど

の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

飯
土
井
町
の
関
根
甚
衛
さ
ん
が
金
賞

　
　
　

群
馬
県
施
設
果
菜
類
品
評
会

▶️
消
費
者
へ
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

▶️
焼
肉
の
試
食
と
牛
乳
を
無
料
配
布

▶️
金
賞
を
受
賞
し
た
関
根
さ
ん
の
キ
ュ
ウ
リ

前
橋
市
推
奨『
赤
城
の
恵
』認
証

前
橋
産
ブ
ラ
ン
ド
肉「
上
州
牛
ま
え
ば
し
」

「
ま
え
ば
し
麦
豚
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

▲トップセールスに先立ち挨拶をする矢端組合長
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市
花
共
進
会
で
小
野
里
茂
さ
ん
・

摩
庭
孝
宜
さ
ん
が
優
等
賞

的
と
し
て
例
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は

生
産
者
の
日
頃
の
努
力
が
結
実
し
た
出
品

物
が
計
１
２
９
点
揃
い
ま
し
た
。

　

審
査
後
は
花
の
展
示
・
販
売
を
実
施
。

来
場
者
は
色
と
り
ど
り
の
花
々
を
楽
し
み
、

旬
の
ハ
ナ
モ
モ
な
ど
購
入
す
る
姿
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
バ
ラ
の
香
り

体
験
ブ
ー
ス
の
設
置
や
、
先
着
１
０
０
人

に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
も
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
花
卉
連
絡
協
議
会
の
松
村

敏
志
会
長
は
「
今
後
も
花
き
の
魅
力
を
伝

え
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

場
を
積
極
的
に
設
け
、
同
市
の
花
き
園
芸

を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

▲籾種子を配布するＪＡ職員

　

前
橋
市
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市

花
卉
連
絡
協
議
会
は
２
月
19
日
、
群
馬
県

庁
で
第
74
回
前
橋
市
花
共
進
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

花
の
形
や
商
品
性
な
ど
を
基
準
と
し
た

審
査
に
お
い
て
、
枝
物
の
部
で
小
野
里
茂

さ
ん
（
金
丸
町
）
の
ハ
ナ
モ
モ
、
バ
ラ
・

サ
ボ
テ
ン
の
部
で
摩
庭
孝
宜
さ
ん
（
五
代

町
）
の
バ
ラ
（
セ
ン
ト
ピ
ー
タ
ー
ズ
パ
ー

ク
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最
高
賞
で
あ
る
優
等
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
花
き
栽
培
技
術
の
向
上
と

生
産
及
び
消
費
拡
大
を
推
進
し
、
市
内
花

き
園
芸
の
発
展
と
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
令
和
８
年
産
の
本
格
的

な
水
稲
栽
培
に
向
け
て
、
各
地
区
水
稲
生

産
者
を
対
象
に
種
籾
の
配
布
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は

３
月
13
日
と
23
日
、
大
胡
・
粕
川
地
区
の

生
産
者
に
対
し
、
品
種
ご
と
に
種
籾
を
手

渡
し
ま
し
た
。
品
種
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」、「
あ
さ
ひ
の
夢
」
な
ど
。

30
戸
の
生
産
者
に
計
１
１
０
袋
（
１
袋
20

㎏
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の
戸
谷
宏
セ
ン
タ

ー
長
は
「
地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
種
子
供
給
と
生
産
者
へ
の
き
め

細
か
な
支
援
が
不
可
欠
。
今
後
も
技
術
指

導
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
良
質
な
米
の

安
定
生
産
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
３
月
５
日
、
本
所
で
令

和
７
年
度
世
話
係
解
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
矢
端
組
合
長
よ
り
任
期
を
終

え
た
世
話
係
職
員
に
解
任
書
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
話
係
制
度
は
、
所
属
長
な
ど
か
ら
推

薦
さ
れ
た
職
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で

新
入
職
員
へ
職
場
規
律
や
執
務
の
心
得
、

業
務
の
進
め
方
な
ど
を
指
導
す
る
制
度
で

す
。
新
入
職
員
が
明
る
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
で
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
世
話
係
自
身
の
人
間
的
成
長
や

資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

11
ヶ
月
に
わ
た
る
指
導
の
経
過
や
成
果

は
記
録
簿
に
ま
と
め
ら
れ
、
新
入
職
員
の

着
実
な
成
長
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
で
は
、
今
後
も
職
員
一
人

ひ
と
り
の
成
長
と
組
織
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
方
針
で
す
。

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　

籾
種
子
配
布

令
和
７
年
度
世
話
係
解
任
式

▶️
優
等
賞
に
輝
い
た
小
野
里
さ
ん
の
ハ
ナ
モ
モ

▶️
優
等
賞
に
輝
い
た
摩
庭
さ
ん
の
バ
ラ

▲サボテンの審査を行う審査員

▲矢端組合長から解任書を
　手渡される職員
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▲完成した寄せ植えに笑顔を見せる
　南橘女性部員の皆さん

▲料理講習会で交流を深めた
　上川渕女性部員の皆さん

▲みそ作りで交流を深める参加者

上
川
渕
女
性
部
の
料
理
講
習
会

（
肉
ま
ん
・
米
粉
ピ
ザ
・
焼
肉
の
タ
レ
作
り
）

南
橘
女
性
部
の
寄
せ
植
え
講
習
会

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
２
月
17
日
か
ら
19
日
の

３
日
間
、
前
橋
市
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー
で

Ｊ
Ａ
前
橋
市
女
性
大
学
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
み

そ
作
り
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、

前
橋
産
の
古
米
と
大
豆
を
使
用
し
た
み
そ

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
市
内
在
住
の
20
〜
40
代
女

性
５
人
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
参
加
。
参
加
者
は

３
日
間
に
わ
た
り
、
下
ご
し
ら
え
し
た
米

麹
と
大
豆
、
塩
を
混
合
し
て
作
る
み
そ
作

り
の
工
程
を
学
び
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

産
直
ゆ
う
あ
い
館
は
、
３
月
17
日
か
ら

22
日
ま
で
お
彼
岸
セ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ー
ル
期
間
中
は
、
産
直
部
会
に
所
属

す
る
生
産
者
が
丹
精
し
て
育
て
た
花
を
直

売
所
駐
車
場
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
で
販
売

し
ま
し
た
。
小
菊
・
ユ
リ
な
ど
各
種
の
花

が
並
び
、
お
彼
岸
の
お
墓
参
り
用
に
花
を

求
め
る
多
く
の
来
客
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
店
舗
内
で
は
お
供
物
の
果
物
詰
合

せ
や
リ
ン
ゴ
、
デ
コ
ポ
ン
な
ど
が
特
別
価

格
で
販
売
さ
れ
、
６
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
た
お
彼
岸
セ
ー
ル
は
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

２
月
・
３
月
開
催

各
地
区
女
性
部
の
講
習
会
紹
介

女
性
大
学
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

み
そ
作
り
講
習
会

産
直
ゆ
う
あ
い
館
が
お
彼
岸
セ
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
の
売
り
出
し

▲来客者で賑わう花の売り出し
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▲来客者で賑わうゆうあい館新春大売出し

　

産
直
ゆ
う
あ
い
館
で
は
毎
日
、
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
や
愛
情
込

め
て
作
っ
た
お
弁
当
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
、
彩
り
鮮
や
か
な
切
り
花
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
消
費
者
の
生
活
を
支
え
る
出
荷
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

なお、産直ゆうあい館では出荷者を大募集しています。
詳細は下記連絡先までお願い致します。

　　　ＪＡ前橋市産直ゆうあい館
　　　ＴＥＬ：０２７－２６１－５８１１　営業時間は
　　　ＦＡＸ：０２７－２６１－６４４６　午前９時から午後６時まで

氏　　名：ゴーシュ チランジットさん（27）

所 在 地：前橋市本町

出荷品目：インドカレーのお弁当

　ゴーシュさんは、本場インドの味を大切にしながらも、幅広い世代の方々

に親しんでいただけるよう、スパイスの調合に工夫を凝らしたカレーを作

っています。「ふるさとの味を多くの方に味わってもらえたら嬉しい」と笑

顔で話しました。

産直ゆうあい館出荷者紹介
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ＪＡ前橋市ローンセンター
ゴールデンウィーク中の営業日のお知らせ

　日頃よりJA前橋市ローンセンターをご利用いただきまして誠にありがとうございます。
　誠に勝手ながら、JA前橋市ローンセンターは下記のとおりの営業とさせていただきます。
　期間中は大変ご迷惑をお掛け致しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

【ゴールデンウィーク期間中（４/26～５/６）】
月 火 水 木 金 土 日

4月24日 25日 26日

通常営業 休業

27日 28日 祝29日 30日 ５月１日 ２日 祝 ３日

通常営業 休業 通常営業 定休 休業

祝 ４日  祝 ５日 振替６日 ７日

休業 通常営業

ゴールデンウィーク期間中（４/25～５/６）は４/27・４/28・４/30・５/１が営業日となります。

５月７日（木）より通常営業（営業時間：平日９時～17時30分・日曜日９時～16時、定休日：毎週水・土曜日、祝日）となります。

休業中のメール・ファックスのお問い合わせ等は５月７日（木）以降、順次ご対応させていただきます。

JA前橋市ローンセンター
0120-014-056

ゴールデンウィーク営業スケジュール
4月29日 30日 5月１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日
（水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

富士見給油所
（セルフ）

通常営業　7:00～21:00

JASS-PORT前橋
（セルフ）

通常営業　6:00～22:00

宮城
給油所

短縮営業
9:00～
18:00

通常営業
8:00～19:00

短縮営業
9:00～18:00

通常営業
8:00～19:00

短縮営業
9:00～
18:00

芳賀
給油所

通常営業
8:00～
18:00

休　業
短縮営業

8:00～18:30
休　業

短縮営業
8:00～18:30

休　業
短縮営業

8:00～18:30
休　業

前橋燃料
配送センター

通常営業
8:30～
17:00

休　業
通常営業

8:30～17:00
休　業

通常営業
8:30～17:00

休　業
通常営業

8:30～17:00
休　業

LPガス
センター

休　業
通常営業

8:30～17:20
休　業

通常営業
8:30～17:20

休　業

整備工場 休　業
通常営業

8:30～17:20
休　業

通常営業
8:30～17:20

休　業

農機センター 休　業
通常営業

8:30～17:20
休　業

通常営業
8:30～17:20

休　業

※１　ＬＰガスセンターにつきまして、当番が対応します。
※２　農機センターにつきまして、休業ですが緊急時は下記へご連絡ください。

【連絡先】
LPガスセンター	 027-261-5599	 前橋燃料配送センター	 027-268-6311	 芳賀給油所	 027-269-3131
JASS-PORT前橋	027-212-5535	 富士見給油所	 027-288-6790	 宮城給油所	 027-212-2123	
荒砥農機センター	080-1249-5226	 富士見農機センター	 080-2245-0200	 宮城農機センター	 080-8743-5323
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JJAAググルルーーププ群群馬馬

農農業業人人材材確確保保対対策策事事業業
ののごご案案内内

JAグループ群馬の新たな取り組みとして、国内有数の農業専門求人広
告サイトの「農業ジョブ」と提携し、担い手農家の農業労働力確保対
策として求人広告サービスを正組合員を対象として提供いたします。
このサービスを活用し、正組合員のみなさんがより一層生産を充実さ
せ、群馬県農業が発展していくことを目指しています。

☑ アルバイト・パートの募集
☑ 正社員の募集
☑ 研修⽣・インターン⽣の募集
☑ 後継者の募集

▼ご活⽤例

《《ごご興興味味ああるる方方はは、、ままずずはは最最寄寄りりのの営営農農セセンンタターーへへごご相相談談くくだだささいい。。》》

TEL : 中部営農センター 027-212-7755  西部営農センター 027-226-1616
 南部営農センター 027-265-0221  北部営農センター 027-288-2522
 東部営農センター 027-283-2502

※本サービスは正組合員のみへの提供となっております。

ご利用になる場合には、JAにて正組合員加入手続きをお願いいたします。
求人広告サービスのため、必ず人材を採用できることを保証するものではありません。

登録者数13万人突破！
業界実績No.1

無料

ご利⽤費⽤

【【問問いい合合わわせせ先先・・求求人人票票入入手手先先】】

JJAA前前橋橋市市 各各営営農農セセンンタターー 農農業業ジジョョブブ担担当当 営営業業時時間間：：平平日日88：：3300～～1177：：2200

そんな
時には

！

農業の仕事をしたい人だけに絞って
募集をかけたいけど…。

農業に特化したサイトないかなぁ…。
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ちょっとの時間だけど、どうしても⼈⼿が欲しい！

始めてみませんか？ ＪＡ×Ｔｉｍｅｅ
って、何？

ＪＡ前橋市組合員の皆様へ

ＪＡ前橋市＜本件に関するお問合せ先＞
営業時間：平⽇ 8:30〜17:20
⻄部営農センター  （027-226-1616） 
南部営農センター  （027-265-0221）
北部営農センター  （027-288-2522）
東部営農センター    （027-283-2502）
中部営農センター    （027-212-7755）

組合員様専⽤
アカウント登録
ＱＲコード

・この時期だけ⼈⼿が欲しい
・こんな作業ってしてくれる
のかな？

・この時間だけ働きたい
・すぐ働きたい

「必要な時に⼈⼿が欲しい」
と

「働き⼿が働きたい時」
をマッチング

タイミー

こんなとき 活用事例（ＪＡ×タイミー）

・簡単な作業だけど、時間はかかる

・パートさんが休み

・作業に出れる構成員が減ってきた

・繁忙期の人手が足りない

・１週間だけ人手が欲しい　　　　　など

・キュウリの定植作業

・ナスの摘葉作業

・ネギ圃場の除草作業

・田植え作業の補助・苗出し

・キャベツの収穫作業

・その他農作業
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群馬県中部農業事務所

営農情報

　
　

①
気
持
ち
の
共
有

　

自
分
の
現
状
や
日
々
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て

い
る
の
か
、
感
謝
な
ど
お
互
い
の
気
持
ち
を
伝

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
負
担
や
悩
み
の
把
握

　

現
在
の
仕
事
の
分
担
度
合
い
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
で
問
題
を
共
有
し
、

負
担
の
軽
減
や
効
率
化
で
き
る
か
な
ど
の
解
決

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
取
り
決
め
の
策
定

　

①
②
を
踏
ま
え
、
家
族
の
生
活
・
経
営
の
実

態
に
応
じ
て
合
意
を
得
た
こ
と
を
盛
り
込
み
ま

し
ょ
う
。
す
べ
て
盛
り
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
新
規
に
締
結
す
る
場
合
は
、
経
営
方
針
、

農
作
業
の
役
割
分
担
、収
益
の
分
配
、労
働
時
間
、

休
暇
な
ど
も
決
め
、
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
な
見
直
し

　

協
定
内
容
が
実
行
さ
れ
て
い
る
か
、
定
期
的

に
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
て
内
容
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

２　

協
定
の
取
決
め
内
容

　

取
り
決
め
内
容
で
多
く
入
れ
ら
れ
る
項
目
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
家
族
の
実
情
に
合
わ
せ

た
内
容
を
盛
り
込
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

３　

締
結
の
理
由

　

令
和
６
年
度
中
に
締
結
し
た
協
定
の
締
結
理
由

と
し
て
多
か
っ
た
項
目
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

４　

協
定
の
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

家
族
経
営
協
定
に
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の

参
画
や
収
益
の
分
配
な
ど
の
事
項
を
盛
り
込
み
、

締
結
・
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
へ

の
参
画
が
証
明
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
に

次
の
制
度
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

︻
認
定
農
業
者
の
共
同
申
請
︼

　

協
定
の
締
結
等
を
要
件
に
、
親
子
や
夫
婦
に

よ
る
共
同
申
請
を
認
め
て
い
る
た
め
、
農
業
後

継
者
や
配
偶
者
も
、
家
族
で
認
定
農
業
者
と
な

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

︻
農
業
者
年
金
の
国
庫
助
成
︼

　

青
色
申
告
を
行
う
認
定
農
業
者
と
協
定
を
締

結
し
、
経
営
に
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
・
後
継

者
は
、
基
本
と
な
る
保
険
料
︵
２
０
,
０
０
０
円
︶

の
う
ち
一
定
割
合
の
国
庫
助
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
林
水
産
祭
参
加
の
表
彰
行
事
に

お
け
る
夫
婦
連
名
表
彰
や
経
営
開
始
資
金
の
夫

婦
で
の
受
給
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
を
魅
力
的
で
や
り
が
い
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
家
族
全
員
が
主
体
的
に

参
画
し
、
意
欲
と
能
力
を
活
か
せ
る
環
境
が
必

要
で
す
。
家
族
経
営
協
定
を
活
用
し
て
、
働
き

や
す
い
条
件
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

︵
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課

　
　
　
　
　
　
　

担
い
手
係　

鈴
木　

飛
士
︶

　

家
族
経
営
協
定
︵
以
下
協
定
︶
と
は
、
家
族

農
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
各
世
帯
員
が
、
意
欲

を
持
っ
て
参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を

実
現
す
る
た
め
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
就

業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な
話

し
合
い
に
基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

家
族
間
で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
で
、
農
業
経

営
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

協
定
の
締
結
の
流
れ

　

家
族
経
営
協
定
の
取
り
決
め
の
内
容
や
様
式

に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
み
ん
な
の
話

し
合
い
を
通
じ
て
、
必
要
な
こ
と
か
ら
一
つ
ず

つ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
ょ
う

～
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
て
～

※　

お
問
い
合
わ
せ
先

  　

前
橋
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

農
業
振
興
係

　
　
　

０
２
７
︵
８
９
８
︶
６
７
３
３

　
　

中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課

　
　

担
い
手
係

　
　
　

０
２
７
︵
２
３
３
︶
９
２
５
５

表１ 令和６年度中に締結した家族経営協定の取り決め

取り決め内容 令和６年度

労働・休日 95.4%

農業経営の方針決定 93.3%

農業面の役割分担（作業分担、簿記記帳等） 88.1%

労働報酬（日給・月給） 74.1%

収益の配分（日給・月給以外の利益の配分） 67.4%

経営移譲（継承を含む） 54.3%

労働衛生・健康管理 50.0%

生活面の役割分担（家事・育児・介護） 46.8%

（家族経営協定実態等調査より・全国・複数回答）

表２ 令和６年度中に締結した家族経営協定の締結理由

締結の理由 令和６年度

新規認定農業者制度・認定農業者制度の共
同申請のため

23.7%

親世代からの経営継承のため（経営主の世
代交代）

20.9%

新規就農（結婚就農、前職退職等を含む） 16.3%

経営発展支援事業活用のため 13.3%

就農準備資金・経営開始資金（旧農業次世
代人材投資資金）活用のため

11.5%

（家族経営協定実態等調査より・全国・複数回答）
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「
奉
安
殿
」の
こ
と
な
ど

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。

14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。

18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。

20,350円～（税込）

体
を
動
か
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
　
手
軽
に
体
操

　
寒
暖
差
や
生
活
・
職
場
環
境
の
変
化

に
よ
り
︑
疲
れ
や
だ
る
さ
︑
頭
痛
な
ど

の
不
調
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
︒
仕
事
の
合
間
に
体
を
ほ
ぐ
し
て
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
︒

　
体
操
は
全
身
的
な
運
動
と
部
位
的
な

運
動
に
区
分
で
き
︑
全
身
的
な
運
動
は
︑

歩
く
・
走
る
・
跳
ぶ
・
回
る
な
ど
を
指

し
ま
す
︒
部
位
的
な
運
動
は
体
を
①
首 

②
腕 

③
脚 

④
胸 

⑤
体
側 

⑥
背
腹
︵
せ

は
ら
︶ 

⑦
腰
の
七
つ
の
部
位
に
分
け
て

考
え
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
部
位
を
曲
げ
伸

ば
す
︑
回
す
︑
振
る
︑
ね
じ
る
な
ど
し

な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
す
︒

　
さ
て
今
回
は
︑
足
踏
み
と
手
拍
子
を

繰
り
返
し
な
が
ら
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
体

の
部
位
を
タ
ッ
チ
す
る
運
動
で
す
︒
い

す
に
座
っ
た
状
態
で
体
を
動
か
す
と
き

は
深
く
腰
か
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
︒

リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
ト
ン
・
ト
ン
・
パ
♪

日
本
体
育
大
学
准
教
授
●
伊
藤 

由
美
子

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

４
月

の
休
業
日

５
月

の
休
業
日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

号令あり

日本体操協会公認体操プログラム
「The Taiso（ザ・タイソウ）」

20秒バージョン

レッツ、トライ！　足踏み＋手拍子＋体の部位タッチ

号令なし

※初めは無理をせず、ゆっくりとできる範囲で続けましょう。
※慣れてきたら（6）をおなかや脚など別の部位をタッチする動作に置き換えてみましょう。

（1）いすに座っ
て準備をします。

（2）腕を振りな
がら足踏みを４
回します。

（3）手拍子を４
回します。

（4）腕を振りな
がら足踏みを４
回します。

（5）手拍子を２
回します。

（6）肩を２回タ
ッチしましょう。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 3031
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◯
発
　
行

　
前

橋
市

農
業

協
同

組
合

〒
379-2161

群
馬

県
前

橋
市

富
田

町
2400-1

◯
編
　
集

　
JA

前
橋

市
企

画
管

理
部

総
合

企
画

課
／

編
集

委
員

会

　
TE

L  027-261-3000 ㈹
    FA

X
  027-212-2570

◯
発
行
人

　
代

表
理

事
組

合
長

　
矢
端
幹
男

2
0
2
6

４
月

Ｎ
ｏ

.3
9
8

　　

①ＪＡ前橋市本所・支所・営農センター
　・休日・祝祭日は休業となります。
②物流配送業務
	　・�配送休業　４月26日（日）・29日（水）・５月３日（日）・
　　４日（月）・５日（火）・６日（水）
③中部営農センター資材店舗（本所アグリサポートセンター１階）
　・�店舗休業　４月26日（日）・29日（水）・５月３日（日）・４日（月）・

５日（火）・６日（水）
　　※４月25日（土）・５/２（土）は8:30～13:00までの営業になります。
④ＡＴＭの稼働について
　・期間中も通常通り稼働いたします。
⑤ＪＡ前橋市産直ゆうあい館
　・期間中も通常通り営業いたします。
⑥ローンセンター
　・８ページをご覧ください。
⑦エーコープ東日本（食材）
　・宅配休業　４月29日（水）・30日（木）・５月３日（日）・４日（月）・
　　５日（火）、６日（水）、７日（木）
⑧ＬＰガスセンター、整備工場（富士見・宮城）、給油所、農機センター
　・８ページをご覧ください。
⑨みやぎ聖苑・かすかわ聖苑
　・期間中も対応しています。
　※期間中のお問合せは下記までお願いいたします。
　　ＪＡ前橋市葬祭フリーダイヤル：０１２０－７１－０７９０
　　みやぎ聖苑：０２７－２８３－００６６
　　かすかわ聖苑：０２７－２８０－９１１３
⑩自動車事故等の受付について
　（１）�自動車事故等の場合は、ＪＡ共済事故受付センター（0120-258-931）

までご連絡ください。（24時間365日受付）
　（２）�期間中のレッカー、ロードサービスは、ＪＡ共済サポートセンター

（0120-063-931）までご連絡ください。（24時間365日受付）
　（３）�～日常生活賠償責任特約ご加入の皆さまへ～日常生活での事故等

の場合には、ＪＡ共済日常生活事故対応センター（0120-628-
931）までご連絡ください。（受付時間：9:00～21:00）

ゴールデンウィーク期間中の営業について

JA前橋市よりお知らせ

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

●法務相談

●税務相談

2026年 ５月 １日㈮・15日㈮
2026年 ６月 ５日㈮・19日㈮

2026年 ５月 ７日㈭・28日㈭
2026年 ６月11日㈭・25日㈭

２
月
の
理
事
会
か
ら

○
補
助
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

農
業
者
等

○
補
助
対
象
経
費　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取

得
に
か
か
る
経
費
（
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
講
習
会

の
受
講
料
を
含
む
）

○
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
消
費
税
を
除
く
・
上
限
額

７
万
５
千
円
）

　

詳
し
く
は
前
橋
市
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
様

式
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
役
所
農
政
課　

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
４
・
６
７
０
７

○
園
芸
農
家
の
高
温
対
策
を
支
援

内
容
＝
園
芸
品
目
（
野
菜
・
果
樹
・
花
き
）

の
高
温
対
策
と
し
て
、
か
ん
水
、
換
気
・
空

気
冷
却
、
遮
光
・
遮
熱
に
関
す
る
資
材
・
機

器
等
を
導
入
す
る
園
芸
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。	

対
象
者
＝
園
芸
農
家

補
助
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
３
以
内

（
上
限
50
万
円
）	

申
し
込
み
＝
12
月
28
日
（
月
）
ま

で
に
前
橋
市
役
所
農
政
課
へ

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
７

○
木
を
枯
ら
す
害
虫
対
策
に
補
助

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
幼
虫
が

サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
の
木
の
内
部

を
食
い
荒
ら
す
特
定
外
来
生
物
で
す
。
果

樹
・
花
き
生
産
者
が
実
施
す
る
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

補
助
額
＝
２
分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
役
所
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
７

○
生
分
解
性
マ
ル
チ
購
入
を
支
援

内
容
＝
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
に
つ

な
が
る
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
額

に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。	

対
象
者
＝
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
９

年
２
月
26
日
ま
で
に
購
入
し
た
生
産
者

補
助
額
＝
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
（
上

限
〈
法
人
〉
30
万
円
〈
個
人
〉
５
万
円	

）

申
し
込
み
＝
令
和
９
年
２
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
前
橋
市
農
業
協
同
組

合
（
☎
０
２
７
―
２
６
１
―

９
１
１
１
）
又
は
前
橋
市

役
所
農
政
課	

（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
７
０
７
）	

へ

○ 

堆
肥
な
ど
は
適
正
に
管
理
・
使
用
し

ま
し
ょ
う

　

堆
肥
な
ど
を
管
理
、
使
用
す
る
際
は
、
臭

い
や
河
川
へ
の
流
入
な
ど
で
周
辺
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

一　

堆
肥
な
ど
を
管
理
す
る
と
き

①
堆
肥
舎
等
適
正
保
管
で
き
る
場
所
に
収
容

す
る
。

②
畑
な
ど
に
置
く
場
合
は
、
防
水
シ
ー
ト
を

下
に
敷
き
、
上
に
も
か
け
て
風
で
飛
ば
な
い

よ
う
に
固
定
す
る
。

③
住
居
な
ど
か
ら
離
し
て
置
く
。

④
畜
産
・
園
芸
農
家
と
も
に
必
要
以
上
の
在

庫
を
持
た
な
い
。

二　

堆
肥
を
撒
く
と
き

①
風
の
強
い
日
を
避
け
、
撒
い
た
後
は
早
急

に
耕
う
ん
す
る
。

②
住
居
周
辺
で
は
風
向
き
を
考
え
、
食
事
時

を
避
け
、
家
屋
や
塀
な
ど
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
。

③
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。畜
産
農
家
等
は
、

堆
肥
を
完
熟
さ
せ
て
販
売
・
譲
渡
す
る
。

問
合
せ
先
＝
前
橋
市
役
所
農
政
課
畜
産
係

（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
５
）

２月末事業実績２月末事業実績

総 組 合 員 数

貯　金　総　額

貸 出 金 総 額

長期共済保有額

農畜産物販売総額

購買品供給額

24,413 人
(うち正組合員 9,700 人)

2,462億4,129 万円

783億6,912 万円

4,364億2,689 万円

181億1,428 万円

58億2,644 万円

みんなの JA

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
資
産
自
己
査
定
結
果（
令
和
７
年
度
仮
基
準
日
）

②
令
和
７
年
度　
仮
基
準
日
貸
出
金
等
Ⅲ・Ⅳ
分
類

③
令
和
７
年
度　
本
決
算
方
針

④
固
定
資
産
減
損
会
計
に
お
け
る
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
方
針

⑤
農
機
自
動
車
燃
料
部
機
構
変
更

⑥
令
和
８
年
度　
事
業
計
画（
数
値
計
画
）

⑦
令
和
８
年
度　
固
定
資
産
取
得
計
画・
リ
ー
ス

資
産
取
得
計
画
一
覧

⑧
桂
萱
Ｒ
Ｃ
湿
気
集
塵
装
置
更
新

⑨
宮
城
Ｃ
Ｅ
湿
気
集
塵
装
置
更
新

⑩
令
和
８
年
度　
内
部
監
査
計
画

⑪
令
和
８
年
度　
健
康
経
営
実
施
計
画

⑫
令
和
８
年
度　
借
入
金
最
高
限
度
額

⑬
令
和
８
年
度　
不
良
債
権
処
理
方
針

⑭
令
和
８
年
度　
余
裕
金
運
用
方
針

⑮
令
和
８
年
度　
信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
の
設
定

⑯
本
所
製
粉
設
備
管
理
利
用
規
定
の
一
部
改
定

⑰
本
所
精
米
設
備
管
理
利
用
規
定
の
一
部
改
定

⑱
農
産
物
直
売
所
出
荷
物
取
扱
要
領
の
一
部
改
定

⑲
家
畜
疾
病
発
生
時
に
お
け
る
農
業
者
融
資
負

担
軽
減
対
策
実
施
要
項
の
一
部
改
定
及
び
実

施
期
間
の
改
定

⑳
資
産
運
用
資
金
融
資
要
項
の
一
部
改
定

㉑
令
和
８
年
度　
Ｊ
Ａ
前
橋
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス・プ
ロ
グ
ラ
ム

㉒
令
和
８
年
度　
Ｊ
Ａ
前
橋
市
不
祥
事
未
然
防
止
策

㉓
令
和
８
年
度　
連
続
職
場
離
脱
の
取
組
方
針

㉔	

出
資
減
口
の
承
認

㉕	

令
和
８
年
３
月
借
入
れ（
銀
行
等
引
受
資
金

分
）、令
和
７
年
度
公
営
企
業
債（
銀
行
等
引
受

資
金
）借
入
れ
に
係
る
入
札
及
び
落
札
に
伴
う

融
資
実
行

	

（
銀
行
等
引
受
資
金
）に
か
か
る
入
札
及
び
落

札
に
伴
う
融
資
実
行	

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

２
月
25
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

○
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得
を
支
援
し
ま
す

　

農
業
の
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
化

学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
避
け
る
こ
と

を
基
本
に
、
健
康
的
な
土
づ
く
り
と
、
環
境
に
配
慮
し
た

栽
培
方
法
を
目
指
す
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
取
得
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。	

16あぐりー・とーく  2026・４月号


